










ア カデ ミックサ ロ ン と しての低 温 セ ン ター だ よ り
短 線 違天
中之島の理学部極低温実験室 にヘ リウム液化機が導入 された1958年に理学部 に入学 し、学部4回
生の時(1961年)に関 集三先生 の研究室 に入れていただいた。菅 宏先生の指導 を受けて低温熱量
計 の試作 と、臭化 アンモニ ウム結 晶の熱容量測定 に基づ く相転移現象の研究 を始めた。爾 来42年間
の長 きに亘 って寒剤の恩恵 を受 けた。その間 「低温 センターだ よ り」の編集委員 をNo.1(1973年
1月)か らNo.62(1988年4月)まで、 また低温セ ンター運営委員会委員 を1993年4月か ら2003年
3月までつ とめさせて頂いた。本年3月 末 日をもって定年退官 となったので、 この機会 に思 い出な
どを少 し語 り、感謝の気持 を表 したい。
私 は中之島時代 には主 として液体窒素(極 低温実験室で液化)と 液体水素 を利用 し、液体ヘ リウ
ム を本 格 的 に利 用 す る ように なった の は豊 中キ ャンパ ス に移 転 してか らであ る。特 にOxford
Instruments社製の3Heクライオス タッ ト(1973年)や3He/4He希釈 冷凍機(1979年)を購入 してか
らは液体使用量が増 え、近年 はQuantumDesign社製 の磁場 印加熱量計(PPMS)の使用 で急激 な
増加 となってい る。初期 の頃 をご存 知の多 くの方が述懐 されているように、100リットルオーダー
の液体ヘ リウムをい とも気軽 に予約する現在 の若い人達 を見 るにつけ、私 も隔世の感 を禁 じえない。
昨今の大量需要の主原因は超伝導マ グネ ッ トを冷却す るためであ り、物質その もの を冷却 し極低温
とい う極限状態 に新現象を見出そ うとす る緊張感 は一般 にかな り希薄 になってい る。 また、大量消
費 は研究費 を圧迫 し、健全財政 を損 なう大 きな原 因 ともなっている。成 田信 一郎先 生が低温 セ ン
ターだ よ りNo.45の巻頭言で述べ てお られる ように、「低温へ低温へ、強磁場へ強磁場へ とシフ ト
してい く傾向へ の警告」や、長谷 田泰一郎先生がNo.50の巻頭言で書 いてお られる 「今 こそ常温 を
見直そ うとい う具体 的な企画の提示が一つや二つ はあって もよい。一つ もなければ我 々は低温病 の
集団だ とい うそ しりを免 れない。」 とい うご意見 は,誠 に含蓄 に富んだ卓見 だ と感 じ入っている。
低温センターだ より編集委員長の長谷 田泰一郎先生のお人柄 に惹かれ、編集委員 を15年余 りご一
緒 させていただいた。「阪大 オリジナル」 を唯一のモ ッ トー とした内容豊 かなアカデ ミックサロ ン
の場が、低温 センターを核 として大阪大学 に存在することは、大 いに誇 るべ きことだ と思 う。話題
のスペク トル幅 は実 に広 く、 これが総合大学 の良 さであ ろう。 自分の狭い研究分野に閉 じこもるこ
とな く、関連分野 ・他分野 に興味 を持 ち学ぶ こ とが、 ひいては 自分の発想 の豊か さにつなが り、研
究のブ レークスルーに繋が ることを期待 したい。
低温センターは研究 ・教育 を支援する重要 な役割 を担 ってお り、私共 もその恩恵 を充分 に享受 し
た。それが可能 なのは,低 温関係者 をは じめ大学当局の並 々ならぬ努力 と理解 に依 っている。退官
を機会 にこれまでのお礼 を申 し上げ、益 々の発展 を祈念 したい。
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